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令
和
２
年
度
大
阪
府

　
　
在
宅
医
療
移
行
支
援
事
業

（
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
）

在
宅
医
療
担
当
理
事　

米　

田　
　
　

円

【
は
じ
め
に
】

　

大
阪
府
は
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
（
医
療
分
野
）
を
活
用
し

た
在
宅
医
療
の
理
解
促
進
の
た
め
の
普
及
啓
発
支
援
事
業
お
よ
び
体
制
強

化
事
業
と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ
り
補
助
事
業
「
大
阪
府
在
宅
医
療
移
行

支
援
事
業
（
在
宅
医
療
普
及
促
進
事
業
）
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
当
初

か
ら
本
会
は
毎
年
事
業
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は
「
Ａ
Ｃ

Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
：
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
・

ケ
ア
に
つ
い
て
、
本
人
が
家
族
等
や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
と
事
前
に
繰
り

返
し
話
し
合
う
プ
ロ
セ
ス
、
通
称
：
人
生
会
議
）
を
含
む
在
宅
医
療
の
理

解
促
進
研
修
」
で
し
た
。
令
和
元
年
度
は
「
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
理
解
促
進
研
修
」

が
そ
の
事
業
内
容
で
し
た
が
、
台
風
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行

の
影
響
で
、
予
定
し
て
い
た
メ
イ
ン
の
講
演
会
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
と
な
り
、
成
果
（
事
業
実
績
）
と
し
て
は
、
「
在
宅
連
携
、
連
絡
ノ

ー
ト
」
の
改
訂
お
よ
び
同
ノ
ー
ト
に
挟
み
込
む
Ａ
Ｃ
Ｐ
啓
発
用
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
作
成
に
と
ど
ま
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
事
業
に
参
加

す
る
に
あ
た
り
、
大
阪
府
か
ら
提
示
さ
れ
た
事
業
主
旨
と
し
て
は
、
令
和

元
年
度
と
全
く
同
一
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
事
業
目
的
】

　

在
宅
医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
等
を
対
象
に
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
含
め
、
平

成
30
年
３
月
に
改
定
さ
れ
た
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア

の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」

の
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
践
し
、
患
者
・
家
族

を
支
援
す
る
。

【
事
業
実
施
内
容
】

　

本
会
で
は
、
在
宅
医
療
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
在
宅

医
療
を
考
え
る
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
会

長
、
副
会
長
を
は
じ
め
、
在
宅
医
療
に
従
事
し
て
い
る
診
療
所
会
員
、
北

る
ー
む
302　

シ
リ
ー
ズ
２
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サ
ポ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
北
区
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
を
構
成

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
事
業
展
開
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
課
題
等
に
つ
い
て

協
議
し
て
お
り
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
７
月
18
日

に
開
催
さ
れ
た
第
28
回
在
宅
医
療
を
考
え
る
会
に
て
協
議
し
た
結
果
、
在

宅
医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
第
10
回
在
宅
医

療
勉
強
会
と
し
て
、
10
月
24
日
（
土
）
本
会
会
館
５
階
中
島
谷
ホ
ー
ル
で

開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
講
演
テ
ー
マ
や
講
師
に
つ
き
ま
し
て

は
、
前
年
度
中
止
に
な
っ
て
い
た
内
容
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
こ
と
で
参

加
者
か
ら
の
賛
同
を
得
ま
し
た
。
即
ち
、
テ
ー
マ
を
「
人
生
の
最
終
段
階

を
在
宅
で
支
え
る
た
め
の
意
思
決
定
支
援
～
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
基
本
的
な
考
え

方
・
実
践
方
法
～
」
と
し
、
講
師
は
、
秀
壮
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

熊
野

宏
二
先
生
、
佛
教
大
学
保
健
医
療
技
術
学
部　

看
護
学
科　

准
教
授　

濱

吉
美
穂
先
生
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
熊
野
先
生
か
ら
は
演

題
：
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
」
を
、
濱
吉
先
生
か
ら
は

演
題
：
「
医
療
・
介
護
現
場
に
お
け
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
実
践
」
を
タ
イ
ト
ル
と

し
て
ご
講
演
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
流
行
の
収
束
に
目
途
が
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
予
測
の
も
と
、
当
日

は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
会
場
参
加
お
よ
び
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
の
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
は
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」
を
利
用
し
ま
し

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
の
は
、
現
存
す
る
複
数
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
に
特
化
し
、

使
用
し
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
こ
と
が
理
由
で
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信

自
体
、
本
会
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
の
準
備
作
業
に
は
、

以
前
か
ら
本
会
と
提
携
し
て
い
る
Ｈ
Ａ
Ｋ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
・
シ
ス

テ
ム
開
発
業
者
）
定
本
克
彦
氏
の
協
力
も
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ハ
ー

ド
と
し
て
は
、
監
視
モ
ニ
タ
ー
用
Ｐ
Ｃ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
、
ス
ピ
ー
カ
ー

ホ
ン
等
の
備
品
が
必
要
で
し
た
。
10
月
６
日
に
講
師
の
濱
吉
先
生
（
Ｗ
ｅ

ｂ
参
加
）
を
含
め
、
田
淵
義
勝
会
長
や
理
事
の
先
生
、
北
サ
ポ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
事
務
局
の
参
加
か
ら
な
る
予
行
演
習
を
実
施
す
る
な
ど
、
約

５
回
の
予
行
を
経
て
、
漸
く
本
番
が
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
予
定
者
に
は
あ
ら
か
じ
め
、
事
前
登
録
の
た
め
に
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」
参
加
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
送
信
し
、
出
来
る
限
り
ス
ム
ー
ズ
に
勉
強
会
に
参
加
で
き
る
手

配
を
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
当
日
は
会
場
内
の
飛
沫
感
染
防
止
策
と
し
て
、
参
加
者
全
員
に

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
、
座
席
間
隔
を
確
保
、
演
台
や
司
会
者
席
の
前

に
は
透
明
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま
し
た
（
図
１
）
。

　

講
演
内
容
に
つ
い
て
、
熊
野
先
生
か
ら
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
き
詳
し

く
か
つ
分
か
り
や
す
く
ご
解
説
頂
き
ま
し
た
。
ご
自
身
の
ご
施
設
（
有
床

診
療
所
）
で
は
、
看
取
り
も
ご
熱
心
に
取
組
ま
れ
て
お
ら
れ
、
特
に
「
看

取
り
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
と
い
う
患
者
さ
ん
を
中
心
と
し
た
人
生
の
最
終

段
階
に
お
け
る
意
思
決
定
支
援
の
た
め
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ご
紹
介
や
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問
題
点
な
ど
を
解
説
頂
き
ま
し
た
（
図
２
）
。
ま
た
濱
吉
先
生
は
ご
自
身

の
体
験
か
ら
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
重
要
性
に
逸
早
く
気
付
か
れ
、
当
初
か
ら
そ
の
周

知
・
啓
発
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
本
講
演
で
は
、
ご
自
身
が
作

成
・
編
集
さ
れ
た
「
わ
た
し
の
い
き
か
た
手
帳
」
を
参
考
資
料
と
し
て
、

明
日
か
ら
の
在
宅
医
療
・
介
護
の
現
場
に
お
い
て
即
座
に
役
立
つ
Ａ
Ｃ
Ｐ

の
実
践
方
法
に
つ
き
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
（
図
３
）
。
ま
た
、
お
二

方
と
も
講
演
の
な
か
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
期
に
お
い
て

は
感
染
者
と
の
面
会
が
制
限
さ
れ
、
意
志
疎
通
性
を
図
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
話
し
合
い
の
プ
ロ
セ
ス
を
も
つ
こ
と
に
重
き
を

置
く
こ
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
、
改
め
て
強
く
意
識
付
け
し
て
お
く
必
要
性

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
各
講
演
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
会
場
参
加
者

お
よ
び
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
者
か
ら
、
口
頭
（
音
声
）
や
Ｑ
＆
Ａ
入
力
方
式
で
質

問
を
受
け
つ
け
、
講
師
か
ら
の
応
答
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
さ
れ
ま
し
た
。
全

体
を
通
じ
て
、
講
演
中
の
音
声
や
画
面
表
示
な
ど
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な

く
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
計
33
名
で
、
そ
の
内
Ｗ
ｅ
ｂ
参

加
が
20
名
で
し
た
。
ま
た
職
種
で
は
、
医
師
16
名
、
看
護
師
７
名
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
５
名
、
そ
の
他
５
名
で
し
た
。

　

勉
強
会
終
了
後
、
会
場
参
加
者
に
は
用
紙
に
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
者
に
は

図１：会場風景

図２：熊野宏二先生

図３：濱吉美穂先生
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オ
ン
ラ
イ
ン
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
20
名
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
勉
強
会
の
内
容
に
つ
い
て
、「
大
変
良
か
っ
た
」
、

「
良
か
っ
た
」
を
合
わ
せ
る
と
95
％
で
し
た
（
図
４
）
。
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
＋
会

場
参
加
型
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
次
回
も
こ
の
形
式
が
よ
い
」
は
85

％
、
「
次
回
は
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
が
よ
い
」
は
15
％
で
あ
り
（
図
５
）
、
Ｗ
ｅ
ｂ

開
催
を
希
望
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行

図４：勉強会の内容について

図５：Ｗｅｂ＋参加型講演としたことについて

大変良かった

良かった

まあまあ

良くなかった

次回もこの形式がよい

次回はWeb講演がよい

次回は参加型がよい

（20 件の回答）

55%55%

40%40%

（20 件の回答）

85%85%

15%15%

蜜を避け、かつ、貴重な講演をできるだけ大勢の人が話しを聞くためには、
こうした形が良いと思います。

コロナ終息しないと思われるから

来場が難しくてもWebで内容を聴けるのはありがたいです。

今後の会議、研修会に使用できる。

移動時間の短縮 /感染対策の上なら

新型コロナが完全に収束されたわけではないので

コロナが増えている時は集まらない方が良いのでは、コロナが終息していたら
参加型でも良いと思います。

（7件の回答）

ACP の第２弾・・・実践例についての考案

新型コロナウイルス感染症と介護・医療の対応

癌性疼痛（在宅患者さんでの麻薬の使用の実際）
在宅看取りについて

ACP は毎年開催してほしい。新型コロナウィルス感染症で、今後生き方・暮らし方が
大きく変化してくると思うので様々なケースを通して勉強していきたい。

第 2回 ACP 勉強会（事例紹介）在宅みとり

ACP の事例検討会

ACP のテーマを続けるのであれば実践例を発表し合うのもいいと思います。

コロナなどの感染症に関する内容

（8件の回答）
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こうした形が良いと思います。

コロナ終息しないと思われるから

来場が難しくてもWebで内容を聴けるのはありがたいです。

今後の会議、研修会に使用できる。

移動時間の短縮 /感染対策の上なら

新型コロナが完全に収束されたわけではないので

コロナが増えている時は集まらない方が良いのでは、コロナが終息していたら
参加型でも良いと思います。

（7件の回答）

ACP の第２弾・・・実践例についての考案

新型コロナウイルス感染症と介護・医療の対応

癌性疼痛（在宅患者さんでの麻薬の使用の実際）
在宅看取りについて

ACP は毎年開催してほしい。新型コロナウィルス感染症で、今後生き方・暮らし方が
大きく変化してくると思うので様々なケースを通して勉強していきたい。

第 2回 ACP 勉強会（事例紹介）在宅みとり

ACP の事例検討会

ACP のテーマを続けるのであれば実践例を発表し合うのもいいと思います。

コロナなどの感染症に関する内容

（8件の回答）
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が
収
束
し
て
い
な
い
」
こ
と
や
「
利
便
性
」
を
挙
げ
ら
れ
る
方
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
し
た
（
図
６
）
。
ま
た
、
来
年
度
の
勉
強
会
の
内
容
と
し
て
、

「
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
事
例
検
討
」
な
ど
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
ま
つ
わ
る
第
二
弾
的
な

内
容
や
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
関
連
づ
け
た
テ
ー
マ
を
希

望
さ
れ
る
意
見
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
（
図
７
）
。

　

こ
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
含
め
、
先
述
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
内
容
に
つ
き
ま
し
て

図６：Ｗｅｂ＋参加型講演がよかった理由

図７：来年度開催予定の勉強会内容について

大変良かった

良かった

まあまあ

良くなかった

次回もこの形式がよい

次回はWeb講演がよい

次回は参加型がよい

（20 件の回答）

55%55%

40%40%

（20 件の回答）

85%85%

15%15%

蜜を避け、かつ、貴重な講演をできるだけ大勢の人が話しを聞くためには、
こうした形が良いと思います。

コロナ終息しないと思われるから

来場が難しくてもWebで内容を聴けるのはありがたいです。

今後の会議、研修会に使用できる。

移動時間の短縮 /感染対策の上なら

新型コロナが完全に収束されたわけではないので

コロナが増えている時は集まらない方が良いのでは、コロナが終息していたら
参加型でも良いと思います。

（7件の回答）

ACP の第２弾・・・実践例についての考案

新型コロナウイルス感染症と介護・医療の対応

癌性疼痛（在宅患者さんでの麻薬の使用の実際）
在宅看取りについて

ACP は毎年開催してほしい。新型コロナウィルス感染症で、今後生き方・暮らし方が
大きく変化してくると思うので様々なケースを通して勉強していきたい。

第 2回 ACP 勉強会（事例紹介）在宅みとり

ACP の事例検討会

ACP のテーマを続けるのであれば実践例を発表し合うのもいいと思います。

コロナなどの感染症に関する内容

（8件の回答）

大変良かった

良かった

まあまあ

良くなかった

次回もこの形式がよい

次回はWeb講演がよい

次回は参加型がよい

（20 件の回答）

55%55%

40%40%

（20 件の回答）

85%85%

15%15%

蜜を避け、かつ、貴重な講演をできるだけ大勢の人が話しを聞くためには、
こうした形が良いと思います。

コロナ終息しないと思われるから

来場が難しくてもWebで内容を聴けるのはありがたいです。

今後の会議、研修会に使用できる。

移動時間の短縮 /感染対策の上なら

新型コロナが完全に収束されたわけではないので

コロナが増えている時は集まらない方が良いのでは、コロナが終息していたら
参加型でも良いと思います。

（7件の回答）

ACP の第２弾・・・実践例についての考案

新型コロナウイルス感染症と介護・医療の対応

癌性疼痛（在宅患者さんでの麻薬の使用の実際）
在宅看取りについて

ACP は毎年開催してほしい。新型コロナウィルス感染症で、今後生き方・暮らし方が
大きく変化してくると思うので様々なケースを通して勉強していきたい。

第 2回 ACP 勉強会（事例紹介）在宅みとり

ACP の事例検討会

ACP のテーマを続けるのであれば実践例を発表し合うのもいいと思います。

コロナなどの感染症に関する内容

（8件の回答）
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は
、
昨
今
、
厚
生
労
働
省
が
高
齢
多
死
社
会
の
進
行
に
伴
い
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
私
共
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
、
今
後
も
在
宅
の
場
で
多
職
種
連
携
を
図

り
つ
つ
、
患
者
個
人
の
意
志
を
尊
重
し
、
人
生
の
最
終
段
階
を
迎
え
る
過

程
に
お
い
て
重
要
な
作
業
内
容
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
の
な
か
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
位
置
づ
け
を
認
識
で

き
た
と
い
う
点
で
も
、
本
講
演
内
容
は
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
有
意
義
な
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
、
本
勉
強
会
で

知
り
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
在
宅
の
現
場
に
活
か
し
て
い
け
る
な
ら
本
望
で
す

し
、
勉
強
会
や
研
修
会
を
適
宜
企
画
し
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
繰
り
返
し
考

え
る
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

　

本
題
か
ら
少
し
外
れ
ま
す
が
、
今
回
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
会

場
参
加
お
よ
び
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
準
備
や
調
整
に
多
少
手
間
が
か
か
り
は
し
ま
し
た

が
、
他
方
、
双
方
の
通
信
環
境
さ
え
整
っ
て
い
れ
ば
、
「
視
聴
が
容
易
で
、

画
像
が
明
瞭
」
、
「
場
所
を
選
ば
ず
効
率
的
」
、
「
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
機
能
が

あ
り
振
り
返
り
が
可
能
」
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
回
収
・
分
析
作
業

が
容
易
」
で
あ
る
な
ど
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
自
体
の
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
流
行
は
、
治
療
法
確
立

や
ワ
ク
チ
ン
普
及
が
か
な
り
先
の
話
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

ま
だ
収
束
が
見
込
め
な
い
以
上
、
感
染
症
拡
大
予
防
を
鑑
み
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ

同
時
開
催
は
今
後
も
継
続
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
最
後
に
】

　

本
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
講
演
準
備
の
た
め
に
、
ご
多
忙
中
に
も
関
わ

ら
ず
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
田
淵
会
長
は
じ
め
、
本
会
執
行

部
の
先
生
方
、
在
宅
医
療
を
考
え
る
会
委
員
の
方
、
北
サ
ポ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
Ｈ
Ａ
Ｋ
の
定
本
克
彦
氏
、
そ
し
て
準
備
の
た
め
に
す
ご
く
ご
協

力
頂
い
た
事
務
局
全
職
員
の
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


